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1. 平成30年3月期第3四半期の連結業績（平成29年4月1日～平成29年12月31日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

30年3月期第3四半期 42,952 2.2 3,940 △2.1 4,135 △1.6 2,831 △2.2

29年3月期第3四半期 42,027 0.5 4,023 4.0 4,202 3.6 2,896 7.6

（注）包括利益 30年3月期第3四半期　　3,163百万円 （5.5％） 29年3月期第3四半期　　2,998百万円 （14.5％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

30年3月期第3四半期 47.72 ―

29年3月期第3四半期 48.82 ―

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

30年3月期第3四半期 76,463 56,001 73.2

29年3月期 74,667 53,727 72.0

（参考）自己資本 30年3月期第3四半期 56,001百万円 29年3月期 53,727百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

29年3月期 ― 7.00 ― 8.00 15.00

30年3月期 ― 7.00 ―

30年3月期（予想） 8.00 15.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 平成30年 3月期の連結業績予想（平成29年 4月 1日～平成30年 3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 57,500 2.6 5,200 5.4 5,400 4.5 3,700 0.3 62.37

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

新規 ― 社 （社名） 、 除外 ― 社 （社名）

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 30年3月期3Q 59,400,000 株 29年3月期 59,400,000 株

② 期末自己株式数 30年3月期3Q 75,916 株 29年3月期 75,916 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 30年3月期3Q 59,324,084 株 29年3月期3Q 59,324,134 株

※四半期決算短信は四半期レビューの対象外です

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

・本資料に記載されている将来に関する記述は当社が現在入手している情報及び合理的と判断する一定の前提に基づいており、実績等は様々な要因により大
きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、四半期決算短信（添付資料）２ページ
「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１． 当四半期決算に関する定性的情報 

（１）経営成績に関する説明 

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、不安定な国際情勢などの影響が懸念されまし

たが、企業収益や雇用情勢の改善により、景気は緩やかな回復を続けてまいりました。 

ホテル業界におきましては、アジアを中心とした訪日外国人客の増加が続きましたが、新規ホテ

ルの開業等による客室の供給増や競合ホテル間での価格競争の激化など、厳しい経営環境となりま

した。 

当社グループにおきましては、外国人富裕層の利用拡大に向けた営業活動を推進するとともに、

「フランク・ロイド・ライト誕生 150 周年」など話題性のある企画や英国フェアなどの海外関連催

事を積極的に開催し、グループ一丸となって集客と売上げの増進に全力を注いでまいりました。 

この結果、当第３四半期連結累計期間における売上高は前年同期比 2.2％増の 42,952 百万円とな

りましたが、営業費用の増加もあり、営業利益は前年同期比 2.1％減の 3,940 百万円、経常利益は

前年同期比1.6%減の4,135百万円、親会社株主に帰属する四半期純利益は前年同期比2.2%減の2,831

百万円となりました。 

セグメントの業績におきましては、ホテル事業の売上高は前年同期比 2.3％増の 40,093 百万円、

営業利益は前年同期比 2.0％減の 3,992 百万円となり、不動産賃貸事業の売上高は前年同期比 1.1％

増の 2,873 百万円、営業利益は前年同期比 1.1％減の 1,587 百万円となりました。 

なお、当社グループが営むホテル事業は、第１四半期及び第３四半期に宿泊及び宴会需要が強く、

売上高が多く計上される傾向があります。 

 

（２）財政状態に関する説明 

総資産は、前連結会計年度末に比べて 2.4%増加し 76,463 百万円となりました。 

 流動資産は、前連結会計年度末に比べて 4.1％増加し 38,398 百万円となりました。これは売掛金

の増加などによるものであります。固定資産は、前連結会計年度末に比べて 0.7％増加し 38,065 百

万円となりました。これは有形固定資産が減少し、一方で、投資有価証券が増加したことなどによ

るものであります。 

流動負債は、前連結会計年度末に比べて 4.8％減少し 7,516 百万円となりました。これは賞与引

当金の減少などによるものであります。固定負債は、前連結会計年度末に比べて 0.8％減少し 12,945

百万円となりました。これは長期預り金の減少などによるものであります。 

純資産は、前連結会計年度末に比べて 4.2％増加し 56,001 百万円となりました。これは親会社株

主に帰属する四半期純利益の計上などによるものであります。 

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

平成 29 年５月 11 日に発表いたしました通期の業績予想につきましては、現時点において変更は

ありません。今後、何らかの変化がある場合には適切に開示してまいります。 
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（３） 四半期連結財務諸表に関する注記事項 

 （継続企業の前提に関する注記） 

   該当事項はありません。 

 

 （株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） 

   該当事項はありません。 

 

（セグメント情報等） 

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間（自 平成 28 年４月１日 至 平成 28 年 12 月 31 日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

 (単位：百万円) 

 
報告セグメント 

調整額 

(注)１ 

四半期連結 

損益計算書 

計上額 

(注)２ 

ホテル 

事業 

不動産 

賃貸事業 
計 

売 上 高 
     

外部顧客への売上高 39,199 2,827 42,027 － 42,027 

セグメント間の内部 

売上高又は振替高 
－ 15 15 △15 －  

      計 39,199 2,842 42,042   △15 42,027 

セグメント利益 4,073 1,605 5,679 △1,655 4,023 

(注) １ セグメント利益の調整額は、各報告セグメントに配賦していない全社費用であります。全社費用は、 

主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。 

 (注)   ２ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

該当事項はありません。 

 

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間（自 平成 29 年４月１日 至 平成 29 年 12 月 31 日） 

1．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

(単位：百万円) 

 
報告セグメント 

調整額 

(注)１ 

四半期連結 

損益計算書 

計上額 

(注)２ 

ホテル 

事業 

不動産 

賃貸事業 
計 

売 上 高 
     

外部顧客への売上高 40,093 2,858 42,952 － 42,952 

セグメント間の内部 

売上高又は振替高 
－ 15 15 △15 －  

      計 40,093 2,873 42,967   △15 42,952 

セグメント利益 3,992 1,587 5,579 △1,639 3,940 

(注) １ セグメント利益の調整額は、各報告セグメントに配賦していない全社費用であります。全社費用は、 

主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。 

 (注)   ２ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

該当事項はありません。 
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